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し ん

新
に ゆ う

入
せ い

生のみなさんへ 
 

                  
こ

湖
なん

南
し

市
りつ

立
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校
ちよう

長   
たに

谷
ぐち

口 
ひろ

浩
み

美 

 

 

  ６
ねん

年
せい

生のみなさん、いよいよ
しよう

小
がつ

学
こう

校
せい

生
かつ

活の６
ねん

年
かん

間に
わか

別れを
つ

告げ、
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校に
にゆう

入
がく

学する
ひ

日が
ちか

近づいてきましたね。 

 

 「
ちゆう

中
がつ

学
こう

校に
にゆう

入
がく

学したら、あんなことをやってみたい、こんなことにがんばろう」と、み

なさんの
あたま

頭 の
なか

中ではいくつもの
ゆめ

夢がふくらんでいることと
おも

思います。 

 

 その
ゆめ

夢を
わす

忘れないでください。あきらめないでください。
ゆめ

夢のないところに
ゆめ

夢の
じつ

実
げん

現はあ

りえないからです。
ちゆう

中
がつ

学
こう

校は、その
ゆめ

夢の
じつ

実
げん

現に
む

向けて
おお

大きく
いち

一
ぽ

歩を
ふ

踏み
だ

出すところです。 

 

 ただ、その
ゆめ

夢がすぐにかなうことはないでしょう。
ゆめ

夢を
げん

現
じつ

実のものにするために、「どう

すればいいんだろう」と
なや

悩むこともあるでしょう。「
む

無
り

理かもしれない」とあきらめかける
ひと

人

が
で

出てくるかもしれません。 

 

 この
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校は、みなさんの
ゆめ

夢の
じつ

実
げん

現に
む

向けた
おうえん

応援をします。その
ひと

一つが「
じん

人
けん

権・なか

まづくり」の
と

取り
く

組みです。ただ、
ま

待っているだけでは
なに

何も
はじ

始まりません。まずは、あなた

から
はじ

初めて
み

見る
かお

顔に
せっきょくてき

積極的に
かた

語りかけ、
ほん

本
とう

当の
とも

友だち（
しん

親
ゆう

友）をつくりましょう。
たが

互いにみ

がきあい、
ひと

一
まわ

回りも
ふた

二
まわ

回りも
おお

大きく、ともに
せいちょう

成長していきましょう。 

 

 また、
じ

自
ぶん

分の
あたま

頭 で
かんが

考 えて、それを
じ

自
ぶん

分の
こと

言
ば

葉で
かた

語っていきましょう。
じ

自
ぶん

分の
かんが

考 えを
も

持た

ない
ひと

人は
まわ

周りの
い

意
けん

見に
ふ

振り
まわ

回され、
じ

自
ぶん

分そのものがぐちゃぐちゃになってしまいます。そん

なことにならないように、しっかり
まな

学びましょう。
とも

友だちと
い

意
けん

見を
か

交わしながら、
あたら

新 しい
かんが

考

え
かた

方や
ほう

方
ほう

法を
み

身に
つ

付けていきましょう。 

 

 そして、
こう

行
どう

動していきましょう。いくら
かんが

考 えても、やってみなければ
こた

答えは
で

出てきません。

やってみることで、
あたら

新 しいやり
かた

方が
み

見つかることもよくあることです。 

 

 
ちゆう

中
がく

学
せい

生になると、いろいろなことに
きょう

興
み

味を
も

持ち、
こう

行
どう

動
は ん い

範囲も
おお

大きくなってきます。その
とき

時、
なに

何が
ただ

正しくて
なに

何がまちがっているかを、すばやく
はんだん

判断する
ちから

力 もつけていく
ひつ

必
よう

要があります。
め

目の
まえ

前のちょっとした
おもしろ

面白さに
こころ

心 を
うご

動かされ、
じ

自
ぶん

分の
もく

目
ひょう

標 を
み

見
うしな

失 うことのないように
ちゆう

注
い

意

してください。そんな
き け ん

危険なところにいる
とも

友だちがいれば、
ちゆう

注
い

意をしてあげましょう。 

 

 

 さあ、
じゅんび

準備はいいですか？ ４
がつ

月９
か

日、
げん

元
き

気で、
ゆめ

夢にあふれたみなさんがこの
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校

の
いち

一
いん

員に
くわ

加わることを
たの

楽しみにしています。 
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１．教育
きょういく

目標
もくひょう

・石中生
いしちゅうせい

の合い言葉
あ い こ と ば

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仲間づくり
な か ま づ く り

】 

  ◎認
みと

め合
あ

い、ともに考
かんが

え、主体的
しゅたいてき

に活動
かつどう

する生徒
せ い と

の育成
いくせい

 

【心身
しんしん

を大切
たいせつ

にする生徒
せ い と

の育成
いくせい

】
）

 

  ◎自分
じ ぶ ん

も周囲
しゅうい

も「心
こころ

」と「体
からだ

」を大切
たいせつ

にできる生徒
せ い と

の育成
いくせい

 

【
（

社会性
しゃかいせい

を身
み

につけた生徒
せ い と

の育成
いくせい

】
）

 

  ◎中学校
ちゅうがっこう

を卒業
そつぎょう

してから、社会
しゃかい

の一員
いちいん

として進
すす

んでいける力
ちから

の育成
いくせい

 

【自
みずか

ら学
まな

ぶ生
せい

徒
と

の育
いく

成
せい

】 

  ◎意
い

欲
よく

と目
もく

的
てき

をもって、それに向
む

かって努
ど

力
りょく

する生
せい

徒
と

の育
いく

成
せい

 

石
いし

中
ちゅう

生
せい

の合
あ

い言
こと

葉
ば

 
 全
ぜん

 力
りょく

 投
とう

 球
きゅう

 

２．中学校
ちゅうがっこう

の学習
がくしゅう

 

 （１）教科
きょうか

と授業
じゅぎょう

時数
じ す う

( 週
しゅう

あたり令和
れ い わ

６年度
６ ね ん ど

１年生
１ねんせい

の場合
ば あ い

)  
こく

国
ご

語(
しよ

書
しや

写) ‥‥     ４
じ

時
かん

間 

  
しや

社   
かい

会 ･･･      ３
じ

時
かん

間 

  
すう

数   
がく

学 ･･･      ４
じ

時
かん

間 

  
り

理   
か

科 ･･･      ３
じ

時
かん

間 

  
おん

音   
がく

楽 ･･･     1.3
じ

時
かん

間 

  
び

美   
じゆつ

術 ･･･     1.3
じ

時
かん

間 

  保健
ほ け ん

・体育
たいいく

 ･･･      ３
じ

時
かん

間 

  
ぎ

技
じゆつ

術 ・
か

家
てい

庭 ･･･     ２
じ

時
かん

間 

  
えい

英   
ご

語 ･･･      ４
じ

時
かん

間 

  
どう

道   
とく

徳 ･･･      １
じ

時
かん

間 

  
がつ

学
かつ

活(
とく

特
べつ

別
かつ

活
どう

動)･･･    １時間  

  
そう

総
ごう

合
てき

的な
がく

学
しゆう

習 の
じ

時
かん

間 ･･･1.4
じ

時
かん

間 

 

   
けい

計：
しゆう

週  29
じ

時
かん

間、
ねん

年
かん

間1,015
じ

時
かん

間 

 （２）
しよう

小
がつ

学
こう

校との
ちが

違い 

コミュニティ スクール 地域の力を生徒の育成に、生徒の力を地域づくりに

小学校・家庭・関係機関との連携 速やかで丁寧な情報伝達

学校教育目標

胃のy値を大切に命を

自ら学ぶ

自尊感情の育成合い言葉 全力投球
自他を大切にし、社会性を身につけた生徒の育成

仲間づくり

・自他の「心」と「体」を守る
・ことばを大切にする
・暴力の否定

・正しいことば遣いをする
 時間を守る
・話しを聞く、聴く

命を大切にする 社会性を身につける

・伝え合い、学び合う
・振り返りを活かす
・一人一台端末の有効活用

コミュニティ スクール 地域の力を生徒の育成に、生徒の力を地域づくりに

小学校・家庭・関係機関との連携 速やかで丁寧な情報伝達

学校教育目標

胃のy値を大切に命を

自ら学ぶ

自尊感情の育成合い言葉 全力投球
自他を大切にし、社会性を身につけた生徒の育成

仲間づくり

・自他の「心」と「体」を守る
・ことばを大切にする
・暴力の否定

・正しいことば遣いをする
 時間を守る
・話しを聞く、聴く

命を大切にする 社会性を身につける

・伝え合い、学び合う
・振り返りを活かす
・一人一台端末の有効活用

 

 

 
月 

 
火 

 
水 

 
木 

 
金 

１ 数学 社会 社会 国語 英語 

２ 国語 国語 英語 保体 理科 

３ 道徳 数学 保体 技術 数学 

４ 理科 英語 国語 音楽 社会 

５ 総合 理科 学活 家庭 美術 

６ 英語 保体  数学 総合 
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   ①
ちゆう

中
がつ

学
こう

校の
がく

学
しゆう

習 は、
きよう

教
か

科
たんにん

担任
せい

制で
おこな

行 います。 

     中学校
ちゅうがっこう

では、「教科
きょうか

担任制
たんにんせい

」といって、「国語
こ く ご

は〇〇先生
せんせい

」「社会
しゃかい

は△△先生
せんせい

」とい

うように、指導
し ど う

する先生が教科
きょうか

ごとに異
こと

なります。慣
な

れないうちはとまどうことがある

かもしれませんが、専門的
せんもんてき

な学習
がくしゅう

を進
すす

めるにはふさわしいシステムです。 

   ②
え い ご

英語（Ｅnglish）の
がく

学
しゆう

習
じ

時
かん

間が
ふ

増えます。 

     
しゅう

週 に４
じ

時
かん

間と
がく

学
しゅう

習
じ

時
かん

間が
ふ

増えます。ＡＬＴの
せん

先
せい

生と
たの

楽しく
がく

学
しゆう

習 を
すす

進める
じ

時
かん

間もあり

ます。
しよう

小
がつ

学
こう

校で
がく

学
しゆう

習 した
ない

内
よう

容
い

以
がい

外で、
ちゆう

中
がつ

学
こう

校
にゆう

入
がく

学までにやっておかなければならな

いことは
とく

特にないので、
しんぱい

心配する
ひつよう

必要はありません。 

   ③
きよう

教
か

科の
な

名
まえ

前（
よ

呼び
かた

方）・
りょういき

領 域が
か

変わります。 

     
しよう

小
がつ

学
こう

校で
よ

呼び
な

慣れていた「
さん

算
すう

数」は『
すう

数
がく

学』に、「
たいいく

体育」は『
ほ け ん

保健
たい

体
いく

育』に、「
か

家
てい

庭」

は『
ぎじゅつ

技術･
か

家
てい

庭』（
か

家
てい

庭
りよう

領
いき

域）に
か

変わります。また、「
ず

図
が

画
こう

工
さく

作」は『
びじゅつ

美術』となり、
い ち ぶ

一部

の
りよう

領
いき

域は『
ぎ

技
じゆつ

術 ･
か

家
てい

庭』（
ぎ

技
じゆつ

術
りよう

領
いき

域）で
がく

学
しゆう

習 します。さらに、『
しや

社
かい

会』では、
ちゆう

中
がつ

学
こう

校の３
ねん

年
かん

間で「
ち り

地理
てき

的
ぶん

分
や

野」「
れき

歴
し

史
てき

的
ぶん

分
や

野」「
こう

公
みん

民
まと

的
ぶん

分
や

野」の３
ぶん

分
や

野を
がく

学
しゆう

習 します。（１
ねん

年
せい

生では「
ち

地
り

理
てき

的
ぶん

分
や

野」と「
れき

歴
し

史
てき

的
ぶん

分
や

野」の
がく

学
しゆう

習 を
すす

進めるため、『
しや

社
かい

会』だけで２
さつ

冊の
きよう

教
か

科
しよ

書を
も

持つことになります）。 

   ④１
じ

時
かん

間の
じゆ

授
ぎよう

業 は５０
ふん

分
かん

間が
きじゅん

基準です。 

     
じゆ

授
ぎよう

業
じ

時
かん

間が５
ふん

分
ふ

増えるだけでずいぶん
いんしょう

印 象が
か

変わるものです。
しゅうちゅう

集 中
りょく

力 を
き

切らさな

いよう
がん

頑
ば

張りましょう。なお、
きゅうけい

休 憩
じ

時
かん

間は１０
ぷん

分
かん

間で、２～３
こう

校
じ

時の
かん

間の
なが

長
やす

休みはあり

ません。この
かん

間に
たいそう

体操
ふく

服に
き が

着替えたり
きよう

教
しつ

室を
い ど う

移動したりすることになりますが、１
ねん

年
せい

生

の
きよう

教
しつ

室は３
がい

階。１
かい

階にある
たいいくかん

体育館まで
い

移
どう

動するのは
な

慣れるまでなかなか
たいへん

大変です。 

 

            
おも

主な
とくべつ

特別
きよう

教
しつ

室 ３
がい

階 … 
と

図
しよ

書
しつ

室、
おん

音
がく

楽
しつ

室、
び

美
じゆつ

術
しつ

室、
た も く て き

多目的
しつ

室 

                    ２
がい

階 … 
り

理
か

科
しつ

室、コンピュータ
しつ

室 

                    １
がい

階 … 
ひ ふ く

被服
しつ

室、
ちょうり

調理
しつ

室、
もつ

木
こう

工
しつ

室、
きん

金
こう

工
しつ

室、
たい

体
いく

育
かん

館 

 

 ここがポイント①  

 １ 
じゆ

授
ぎよう

業 が
はじ

始まるまでに「ベル
ちゃく

着 」。チャイムまでに
じゆ

授
ぎよう

業 の
じゅんび

準備を
ととの

整 えておこう。 

 ２ 
じゆ

授
ぎよう

業 は
しんけん

真剣
しょうぶ

勝負。
こくばん

黒板を
うつ

写すだけでなく、
せつ

積
きよく

極
てき

的に
かんが

考 えよう。 

 ３ 
せん

先
せい

生の
せつめい

説明をしっかり
き

聞き、
じ

自
ぶん

分の
かんが

考 えをみんなに
つた

伝わるように
はつげん

発言しよう。 

 ４ 
じゆ

授
ぎよう

業 でわからなかったところをそのままにしておかず、
しつもん

質問して
かいけつ

解決しよう。 

    (
とも

友だちどうしで
おし

教えあうのも
り か い

理解を
ふか

深めるよい
ほうほう

方法です） 

 ５ その
ひ

日に
なら

習ったことはその
ひ

日のうちに、
か

家
てい

庭で「
ふくしゅう

復 習」するようにしよう。 

  ＊ 
かく

各
きよう

教
か

科の
じゆ

授
ぎよう

業 の
う

受け
かた

方や
がく

学
しゆう

習
ほうほう

方法などは、
かく

各
きよう

教
か

科
たんとう

担当の
せん

先
せい

生から
せつ

説
めい

明します。 
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３．
ちゆう

中
が つ

学
こ う

校の
せ い

生
か つ

活 

 ①「出欠
しゅっけつ

確認
かくにん

」と「
あさ

朝の
どく

読
しよ

書」が８
じ

時２５
ふん

分からスタートします（１０
ぷん

分
かん

間）。５
ふん

分
まえ

前には
きよう

教
しつ

室に
はい

入って、
どく

読
しよ

書を
はじ

始められるようにしましょう。 

   ＊
どく

読
しよ

書をする
ほん

本は
と

図
しよ

書
しつ

室で
か

借りるか、
いえ

家から
も

持ってきてください。 

 ②
きゆう

給
しよく

食 は、
きゆう

給
しよく

食
とうばん

当 番の
ひと

人が
はいぜん

配膳をします。また
しよくじ

食事の
さい

際には
か く じ

各自でおはしが
ひつよう

必要ですので、
わす

忘れないように
も

持ってきてください。また、
きゆうしよくご

給食後は、ブラッシングタイム（
は

歯みがきの
じ か ん

時間）

があります。
は

歯ブラシを
も

持ってくるのも
わす

忘れないようにしましょう。 

 ③いったん
とうこう

登校した
あと

後は
こう

校
がい

外に
で

出ることを
き ん し

禁止しています。どうしても
が い し ゆ つ

外出しなければならな

い
じ

時は、
かなら

必 ず
せん

先
せい

生の
き ょ か

許可を
う

受けてください。 

 ④
ぶ

部
かつどう

活動や
せい

生
と

徒
かい

会などの
かつ

活
どう

動をしない
ひと

人は、
かえ

帰りの
かい

会
あと

後、すぐに
げ

下
こう

校します。
ぶ か つ ど う

部活動
など

等をする
ひと

人

は、
かんぜん

完全
げ

下
こう

校
じ こ く

時刻を
まも

守って
かつ

活
どう

動します（
かん

完
ぜん

全
げ

下
こう

校
じ

時
こく

刻とはすべての
せい

生
と

徒が
げ

下
こう

校を
かん

完
りよう

了 しなけ

ればならない
じ

時
こく

刻のことを
い

言い、
にちぼつ

日没などを
かんが

考 えて
せってい

設定しています。
ぶ

部
かつ

活
どう

動
など

等は、
かん

完
ぜん

全
げ

下
こう

校
じ

時
こく

刻の１５
ふん

分
まえ

前には
しゅうりょう

終 了するようにしています。
かん

完
ぜん

全
げ

下
こう

校
じ

時
こく

刻は、
がつ

学
こう

校
ぎょうじ

行事
など

等で
い ち じ て き

一時的に
へんこう

変更することがあります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く ぶ ん

区  分 
じ

時 
かん

間 
たい

帯  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じ

時    
き

期 
かん

完
ぜん

全
げ

下
こう

校
じ

時
こく

刻 
あさ

朝 の 
どく

読 
しよ

書  8:25 ～  8:35  ４月～６月   １７：３０ 
あさ

朝 の 
かい

会  8:35 ～  8:43  ７月～ １６：４５ 

１ 校 時  8:50 ～  9:40 ９月～
しゆう

秋
き

季
そう

総
たい

体 （10 月
ちゅうじゅん

中 旬） １７：３０ 

２ 校 時  9:50 ～ 10:40  
しゆう

秋
き

季
そう

総
たい

体～
ぶ ん か さ い

文化祭(11 月
じよう

上
じゆん

旬 ) １７：００ 

３ 校 時  10:50 ～ 11:40  
ぶん

文
か

化
さい

祭～11月 １６：４５ 

４ 校 時  11:50 ～ 12:40  12 月 １６：３０ 
きゆう

給  
しよく

食  
じゆん

準  
び

備  12:40 ～ 12:50  １月      １６：４５ 
きゆう

給   
しよく

食   12:50 ～ 13:15  ２月      １７：００ 
き ゅ う け い

休   憩 

(ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞﾀｲﾑ) 

 13:15 ～ 13:25 

  

 ３月   １７：１５ 

 

５ 校 時  13:30 ～ 14:20  

６ 校 時  14:30 ～ 15:20 

ＢＳタイム  15:25 ～ 15:35  

 
かえ

帰 り の 
かい

会 

当
とう

 番
ばん

 清
せい

 掃
そう

 

 15:35 ～ 15:45 

15:45 ～ 15:55 

 

４．
ちゆう

中
が つ

学
こ う

校の
か つ

活
ど う

動 

 （１）
がつ

学
こう

校
ぎよう

行
じ

事（令和
れい わ

６年度
６ ね ん ど

の場合
ばあ い

。△印
しるし

は生徒会
せいとかい

が中心
ちゅうしん

となって取
と

り組
く

む行
ぎょう

事
じ

） 

月 旬 学  校  行  事  等 旬 対 外 行 事 

４ 

９ 

中 

下 

入学式
にゅうがくしき

･始業式
しぎょうしき

 

△部活動
ぶ か つど う

説明会
せつめいかい

 全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

 

修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

(３年
ねん

) 授業
じゅぎょう

参観
さんかん

・学級
がっきゅう

懇談会
こんだんかい

  

  

 

５ 

上 

中 

下 

部
ぶ

活
かつ

正
せい

式
しき

入
にゅうぶ

部(１年
ねん

) ＰＴＡ総会
そうかい

 

△生徒
せ い と

総会
そうかい

 

教育
きょういく

実習
じっしゅう

 避難
ひ な ん

訓練
くんれん

             

 

中 

 

 

春季
しゅんき

体育
たいいく

大会
たいかい

・吹奏
すいそう

楽
がく

祭
さい

 

 

＊上記
じょうき

は、令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

に運用
うんよう

したのもので変更
へんこう

もあります。 

＊学校
がっこう

行事
ぎょうじ

等
など

により、時間割
じかんわり

の弾力的
だんりょくてき

な運用
うんよう

を図
はか

りながら 

  上
うえ

の表
ひょう

と異
こと

なる下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

に変更
へんこう

する場合
ば あ い

や、一部
い ち ぶ

の生徒
せ い と

 

  が残って
の こ っ て

活動
かつどう

を続ける
つ づ け る

場合
ば あ い

があります。 

＊「 ＢＳタイム」は、基礎
き そ

基本
き ほ ん

の定着
ていちゃく

の 

ために１０分
ふん

間
かん

行
おこな

う
う

 学習
がくしゅう

のこと 

  です。 
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６ 

上 

中 

下 

 

第
だい

１回
かい

定
てい

期
き

テスト 親子
お や こ

進路
し ん ろ

学習会
がくしゅうかい

 

ふれあい交
こう

流
りゅう

(１年
ねん

)   

 

 

 

 

７ 

 

上 

中 

 

△壮行会
そうこうかい

 ＰＴＡ親子
お や こ

健康
けんこう

学習会
がくしゅうかい

  

終 業 式
しゅうぎょうしき

 

 

上 

下 

 

下 

△社会
しゃかい

を明
あか

るくする運動
うんどう

 

夏季
か き

総合
そうごう

体育
たいいく

大会
たいかい

 

（ブロック・県
けん

） 

吹奏
すいそう

楽
がく

コンクール 

８ 
下 

 

質問
しつもん

教室
きょうしつ

 登校
とうこう

日
び

 

始業式
しぎょうしき

 実力
じつりょく

テスト（1､2年
ねん

は夏休み
なつやすみ

の課題
か だ い

テスト） 

上 

 

夏季
か き

総体
そうたい

（近畿
き ん き

・全国
ぜんこく

） 

 

９ 

上 

中 

 

下 

 

職場
しょくば

体験
たいけん

学習
がくしゅう

(２年
２ ね ん

)※時期
じ き

未定
み て い

   

第２回
だ い ２か い

定期
て い き

テスト 

体育
たいいく

祭
さい

 ＰＴＡ親子
お や こ

美化
び か

作業
さぎょう

 

  

10 
上 

下 

三者
さんしゃ

懇談会
こんだんかい

 

 △生徒会
せ い とか い

選挙
せんきょ

 

中 

 

秋季
しゅうき

新人
しんじん

大会
たいかい

 

 

11 

１ 

中 

下 

文化
ぶ ん か

祭
さい

・創立
そうりつ

50
５０

周年
しゅうねん

式典
しきてん

 

第
だい

３回
かい

定
てい

期
き

テスト  

ＰＴＡ役員
やくいん

選挙
せんきょ

 

ふれあい交流
こうりゅう

(１年
１ ね ん

) 

上 

下 

 

ブロック駅伝
えきでん

大会
たいかい

 

△青春
あおはる

祭
さい

（市
し

青少年
せいしょうねん

育成
いくせい

大会
たいかい

） 

12 

上 

中 

下 

避難
ひ な ん

訓練
くんれん

 △小６
しょう６

ジャンプ交流
こうりゅう

 

３年
ねん

三
さんしゃ

者 懇
こんだんかい

談会 

終 業 式
しゅうぎょうしき

 

上 

 

下 

 

 

ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｺﾝﾃｽﾄ（吹奏
すいそう

楽
がく

） 

１ 
上 

中 

始業式
しぎょうしき

 

学校
がっこう

公開
こうかい

日
び

             

  

２ 

上 

中 

 

ＰＴＡ役
やく

員
いん

引
ひ

き継
つ

ぎ会
かい

 

学
がく

年末
ねんまつ

テスト 

 

上 

 

中 

 

県内
けんない

私立
し り つ

高入試
こうにゅうし

 

県立
けんりつ

高推薦
こうすいせん

・特色
とくしょく

選抜
せんばつ

 

県外
けんがい

私立
し り つ

高入試
こうにゅうし

 

人権
じんけん

フェスタ 

３ 

上 

中 

下 

模擬
も ぎ

テスト（３年
３ ね ん

） 

卒業式
そつぎょうしき

 

修 了 式
しゅうりょうしき

  

上 

中 

県立
けんりつ

高一般
こういっぱん

選抜
せんばつ

 

県立
けんりつ

高入試
こうにゅうし

（二次
に じ

選抜
せんばつ

） 

 

 

（２）
ぶ

部
かつ

活
どう

動 

   
ちゆう

中
がつ

学
こう

校には、
きょうつう

共 通の
きょうみ

興味や
かんしん

関心を
も

持つ
ひと

人たちが
あつ

集まって
かつ

活
どう

動する
ぶ

部
かつ

活
どう

動があります。
うんどう

運動
ぶ

部では、
はる

春・
なつ

夏・
あき

秋に
おこな

行 われる
たい

大
かい

会を
もく

目
ひよう

標 の
ひと

一つにして、
ほ う か ご

放課後や
きゆう

休
じつ

日の
れんしゅう

練 習に
はげ

励んで

います。
ぶん

文
か

化
ぶ

部も
かくしゅ

各種のコンクールや
てんらんかい

展覧会をめざして
かつ

活
どう

動しています。 

   来年度
ら い ねん ど

部員
ぶ い ん

を募集
ぼしゅう

する部活動
ぶ か つど う

は、「
りくじょう

陸 上
ぶ

部、
やきゅう

野球
ぶ

部、ソフトテニス
ぶ

部（
じよ

女
し

子）、バスケッ

トボール
ぶ

部、
たっきゅう

卓 球
ぶ

部、バレーボール
ぶ

部（
じよ

女
し

子）、
すい

吹
そう

奏
がく

楽
ぶ

部、
び

美
じゆつ

術
ぶ

部」です（
かい

開
せつ

設する
ぶ

部は、
ぶ

部
かつ

活
き

規
てい

定により
へん

変
こう

更することもあります）。 

   ・
あさ

朝
れん

練
しゆう

習 は、
とく

特
べつ

別に
みと

認めた
き

期
かん

間
い

以
がい

外は
おこな

行 いません。 

   ・
ど

土
にち

日のどちらかは、
げん

原
そく

則として
やす

休みです。（
かつ

活
どう

動
び

日は、
ぶ

部によって
こと

異なります。） 

   ・どの
ぶ

部に
はい

入るかは、
ほ ご し ゃ

保護者とよく
そう

相
だん

談して
けってい

決定してください。 
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 ここがポイント②  

 部活動
ぶかつどう

を
いっしょうけんめい

一生懸命すると、
べん

勉
きよう

強 がおろそかになるのではないかと
しん

心
ぱい

配している
ひと

人がいる

かもしれません。
たし

確かに、
せい

生
かつ

活のリズムが
おお

大きく
か

変わり、
たい

体
りよく

力 があまりついていない
にゆう

入
ぶ

部し

たてのころは、
ぶ

部
かつ

活
どう

動と
がく

学
しゆう

習 の
りよう

両
りつ

立は
たいへん

大変かもしれません。しかし、それを
の

乗り
き

切ると
ぶ

部
かつ

活
どう

動をがんばる
ひと

人も
がく

学
しゆう

習 をがんばれるようになり、
ちゆう

中
がつ

学
こう

校
せい

生
かつ

活が
たの

楽しく
じゅうじつ

充 実したものになっ

てきます。 

 
じ

自
ぶん

分にあった
ぶ

部が
せんたく

選択できるよう、
ぶ

部
かつ

活
どう

動オリエンテーションでの
せつ

説
めい

明をよく
き

聞き、
たい

体
けん

験
にゆう

入
ぶ

部にも
せつ

積
きよく

極
てき

的に
さ ん か

参加するようにしましょう。  

 

（３）生徒会活動
せいとかいかつどう

 

   
ちゆう

中
がつ

学
こう

校には、
せい

生
と

徒が
しゅたいてき

主体的に
かつ

活
どう

動を
おこな

行 う
せい

生
と

徒
かい

会があり、
ほん

本
こう

校では生徒
せ い とかい

会
ちよう

長 を
ちゆう

中
しん

心とし

て、
ほ ん ぶ

本部や６つの
い

委
いん

員
かい

会ががんばって
かつ

活
どう

動しています。
たい

体
いく

育
さい

祭など、
がつ

学
こう

校
ぎよう

行
じ

事の
うんえい

運営にかか

わることもありますが、がんばっているのは
にちじょう

日 常の
い

委
いん

員
かい

会
かつ

活
どう

動です。１
ねん

年
かん

間を
ぜ ん き

前期と
こ う き

後期に
わ

分けて
かつ

活
どう

動します。 

 
まい

毎
とし

年、１０月に
せい

生
と

徒
かい

会
やくいん

役員
せん

選
きよ

挙を
おこな

行 い、
あたら

新 しい
し っ こ う ぶ

執行部が１１月から
かつ

活
どう

動を
はじ

始めています。 

 １年生
ねんせい

のみなさんには、
にゆう

入
がく

学
ご

後
せい

生
と

徒
かい

会
やく

役
いん

員が中心
ちゅうしん

となりオリエンテーションを
じつ

実
し

施する
よ て い

予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここがポイント③ 

生徒会
せ い とか い

の
かい

会
ちよう

長 や
ふく

副
かい

会
ちよう

長 は
せん

選
きよ

挙で
せんしゅつ

選 出

されます。「
えら

選ばれたんだから、しっか

りやってよね！」‥‥その
かんが

考 えはまちが

いです。
えら

選んだのはだれですか？ 

 生徒会
せ い とか い

は
がつ

学
こう

校を
うご

動かす
おお

大きな
ちから

力 にも

なります。それが
おお

大きな
ちから

力 にまとまるか

どうかは生徒会
せ い とか い

の
かいいん

会員である「あなた」

の
し せ い

姿勢にかかっています。
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校に
にゆう

入
がく

学すると
どう

同
じ

時に、あなたは
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校生徒会
せ い とか い

の
いちいん

一員です。
かい

会
いん

員
ひと

一
り

人ひとりが
せきにん

責任を
は

果たしてこその生徒会
せ い とか い

。あなたの
せっきょくてき

積極的な
さん

参
か

加で石部
い し べ

中学校
ちゅうがっこう

をよりよく

していきましょう。 
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５．
ちゆう

中
が つ

学
こ う

校のきまり 

 
がつ

学
こう

校には、きまりがあります。そのきまりで何
なに

もかもをしばりつけてしまおうというのではあ

りません。みんなが
かいてき

快適に
せい

生
かつ

活し、
き も

気持ちよく
がく

学
しゆう

習 に
と

取り
く

組めるようにするためにあるのがきま

りです。また、「いのち」にかかわるようなことについては、
つよ

強く
し

指
どう

導することもあります。
とき

時に

は
こ

個
じん

人の
おも

思いをおしとどめることがあるかもしれませんが、
ひと

一
り

人でいたり
か ぞ く

家族とすごしたりする

のではなく、
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校の「みんなが」「
かい

快
てき

適に、
き

気
も

持ちよく」「
あん

安
しん

心・
あん

安
ぜん

全に」過ごすための

きまりですから、
ひと

一
り

人ひとりが
まも

守るよう
こころ

心 がけてください。きまりを
まも

守ることは、
しや

社
かい

会のルール

を
まも

守ることにもつながります。 

 （１）
ふくそう

服装 

   
ほん

本
こう

校では、
なつふく

夏服・
ふゆふく

冬服の
ころもが

衣替え
い こ う

移行
き か ん

期間を
もう

設けていません。
たいちょう

体 調や
き こ う

気候にあわせて
か く じ

各自 

 で
はん

判
だん

断してください。ただ、
けん

健
こう

康と
せいけつ

清潔さを
ほ じ

保持するため、
きゅうしつせい

吸湿性のある
は だ ぎ

肌着を
かなら

必 ず
ちゃくよう

着 用 

 するようにしてください。(
せい

制
ふく

服は
れい

令
わ

和５
ねん

年
ど

度(2023
ねん

年
ど

度)より
か

変わりました) 

   
ふゆ

冬 
ふく

服  

   ・
ほん

本
こう

校
し

指
てい

定のブレザー
じよう

上
げ

下 

   ・
ひだり

左
むね

胸に
し

指
てい

定の
な

名
ふだ

札をつける。 

   ・ズボンの
ば

場
あい

合はベルトをする。 

   ・スカートの
なが

長さは、ひざくらいとする。 

   
せい

制
ふく

服の
した

下 ・
しろ

白のポロシャツ（メーカーは
じ

自
ゆう

由） 

        ・セーターやトレーナーなどの
ちやく

着
よう

用は
みと

認める。 

色は、白、黒、グレー、紺、ベージュのみとする。 

        ・パーカー
るい

類の着用や、襟
えり

や
すそ

裾から
で

出るようなものはやめる。 

  
くつ

靴
した

下 ・
は

派
で

手でないもの（ストッキング等の色は黒、白、ベージュのみ） 

   
なつ

夏 
ふく

服  

   ・
ほん

本
こう

校
し

指
てい

定のズボンかスカート 

   ・
しろ

白のポロシャツ（無地
む じ

でメーカーは
じ

自
ゆう

由）で
はん

半
そで

袖または
なが

長
そで

袖。 

   ・
ひだり

左
むね

胸に
し

指
てい

定の
な

名
ふだ

札をつける。 

   ・スカートの
なが

長さは、ひざくらいとする。 

   ※
はん

半
そで

袖
たい

体
そう

操
ふく

服、ポロシャツを
ちやく

着
よう

用
じ

時は
すそ

裾は
だ

出しても
よ

良い。 

   
ぼう

防
かん

寒
ぎ

着  

   ① 
さむ

寒さ（
たい

体
ちよう

調 ）に
おう

応じて
ちやく

着
よう

用する。
しつ

室
ない

内では
ぬ

脱ぐ。 

   ② 
ぼう

防
かん

寒を
もく

目
てき

的にしたもので、
か

華
び

美にならないもの。 

   ③ マフラーの
ちやく

着
よう

用は
か

可。
なが

長さ
とう

等、
あん

安
ぜん

全に
き

気をつける。 

   
たい

体
そう

操
ふく

服   ＊
にゆう

入
がく

学までに
し

市
ない

内の
ぎよう

業
しや

者が
こう

購
にゆう

入
あつ

斡
せん

旋の
あん

案
ない

内をします。 

   ① 
なつ

夏
よう

用の
はん

半
そで

袖トレシャツ、ハーフパンツを
ふく

含め、
がつ

学
こう

校
し

指
てい

定の
たい

体
そう

操
ふく

服。 

   ② ハーフパンツは５
ぶ

分
たけ

丈、３
ぷん

分
たけ

丈のどちらでも
か

可。 

 （２）
とうはつ

頭髪、化粧
けしょう

 

   ① 
がつ

学
こう

校
せい

生
かつ

活に
ししょう

支障をきたさないこと。 

（
なが

長ければゴムまたはピンでとめる。華美
か び

でないもの。） 

   ② 
かみ

髪
ぞめ

染、
だっしょく

脱 色、カール、パーマ、そり
こ

込み（ラインを
い

入れる
とう

等）
とう

等は
きん

禁
し

止。 

   ③ アイプチ、ファンデーション等
など

の化粧
けしょう

は禁止
き ん し

。 

 （３）かばん・
くつ

靴 

   ① 
がつ

学
こう

校で
し

指
てい

定する
つう

通
がく

学かばんはありません。
がつ

学
こう

校に
ひつ

必
よう

要なものを
い

入れられるもので、
じ

自
ぶん

分

が
つか

使いやすく
じよう

丈
ぶ

夫なものを
えら

選んでください。 



 - 7 - 

   ② 
つう

通
がく

学
よう

用の
くつ

靴は
は

派
で

手でなく、
たい

体
いく

育の
じゆ

授
ぎよう

業 で
し よ う

使用できる
うん

運
どう

動
ぐつ

靴とします。 

   ③ 
うわ

上ばきは
がつ

学
こう

校
し

指
てい

定のもの。(令和
れ い わ

７年度
７ ね ん ど

入学生
にゅうがくせい

は教育
きょういく

シューズ青色
あおいろ

） 

   ④ 
たい

体
いく

育
かん

館シューズは、
がつ

学
こう

校
し

指
てい

定のもの。（
れい

令和７
ねん

年
ど

度
にゆう

入
がく

学
せい

生は青色
あおいろせん

線）
たい

体
いく

育
かん

館シューズ

は
たい

体
いく

育
かん

館のみで
し

使
よう

用すること。 

 

 ここがポイント④  

 
うえ

上にあげたことのほか、
がく

学
しゆう

習 に
ふ よ う

不要なもの（お
かね

金や
こ う か

高価なも 

のを
ふく

含む）を
も

持ってくることを
きん

禁
し

止しています。
けいたい

携帯
でん

電
わ

話（スマホ） 

の
じ さ ん

持参も
げん

原
そく

則として
きん

禁
し

止しています。 

 
けい

携
たい

帯
でん

電
わ

話を
も

持つと、メールや SNS、ゲームにのめりこみ、
しや

社
かい

会 
もんだい

問題になっているようなトラブルにまきこまれる
き け ん

危険
せい

性があります。 

そうした
ゆうわく

誘惑に
ま

負けること、また、メール
とう

等のやりとりで
ゆう

友
じん

人
かん

間の 
おお

大きなトラブルをひき
お

起こすことがあってはなりません。 

 
か

家
てい

庭の
じじょう

事情により、どうしても
がつ

学
こう

校に
も

持ってこなければならない
ば

場
あい

合は、保護者
ほ ご し ゃ

から
がつ

学
きゆう

級
たん

担
にん

任の
せん

先
せい

生に申
もう

し出
で

て、
がつ

学
こう

校にいる
じ

時
かん

間は
あず

預かってもらうようにしてください。 

 その他
た

の
ない

内
よう

容については、生徒証
せいとしょう

(入学
にゅうがく

時
じ

配付
は い ふ

)に記載
き さ い

しているリンクから「中学校
ちゅうがっこう

の決
き

ま

り」をよく
よ

読んでください。閲覧
えつらん

には配布
は い ふ

されたタブレットを使
つか

ってください。 

 なお、持
も

ち物
もの

には
かなら

必 ず
な

名
まえ

前を
か

書いておいてください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湖
こ

南
なん

市
し

全体
ぜんたい

での取組
とりくみ

です。みんなで守
まも

りましょう！ 

 
ほ

保
ご

護
し や

者のみなさんのご協 力
きょうりょく

とご
し

支
え ん

援もよろしくお
ね が

願いします。 
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６．
つ う

通
が く

学 

注・祭
さい

街道
かいどう

は、祭
さい

街道
かいどう

に面する
め ん す る

住宅
じゅうたく

の生徒
せ い と

のみ通行可
つうこうか

。 

 

       指定
し て い

通学
つうがく

路
ろ

 

       祭
さい

街道
かいどう

に面
めん

する生
せい

徒
と

のみ通行可
つうこうか

 

   ×   通学
つうがく

通行
つうこう

禁止
き ん し

 

（
１
）
通
学

つ
う
が
く

路ろ 

 

地
図

ち

ず

の
点
線

て
ん
せ
ん

と
２
点て

ん

鎖さ

線せ
ん

で
示し

め

し
た
の
が
通
学

つ
う
が
く

路ろ

で
す
。
自
宅

じ

た

く

か
ら
安
全

あ
ん
ぜ
ん

な
道み

ち

を
通
り

と

お

り

通
学

つ
う
が
く

路ろ(

主
要

し
ゅ
よ
う

道
路

ど

う

ろ)

に
出で

て
く
だ
さ
い
。 

 

万
一

ま
ん
い
ち

、
通
学

つ
う
が
く

途
中

と
ち
ゅ
う

で
ケ
ガ
を
し
て
も
、
通
学

つ
う
が
く

路ろ

以
外

い

が

い

を
通と

お

っ
て
い
た
場
合

ば

あ

い

は
、
日
本

に

ほ

ん

ス
ポ

ー
ツ
振
興

し
ん
こ
う

セ
ン
タ
ー
の
補
助

ほ

じ

ょ

が
適
用

て
き
よ
う

さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
寄よ

り
道み

ち

や
、
回ま

わ

り

道み
ち

な
ど
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 自転車
じてんしゃ

を利用
り よ う

するときは『自転車
じてんしゃ

損害
そんがい

賠償
ばいしょう

保険
ほ け ん

』などに必
かなら

ず加
か

入
にゅう

しなければなりません。 

 自転車
じてんしゃ

で交通
こうつう

事故
じ こ

の被害者
ひがいしゃ

になることがありますが、他
た

の人
ひと

にケガ
け が

をさせてしまう可能性
かのうせい

もあ

ります。そうした際
さい

に、お子
こ

様
さま

を守
まも

る観
かん

点
てん

からも、損害
そんがい

賠償
ばいしょう

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

（保険
ほ け ん

会社
がいしゃ

は問
と

いませ

ん）してください。 
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（２）
つう

通
がく

学
ほう

方
ほう

法 

①すべての
ち く

地区について
じ て ん し ゃ

自転車
つう

通
がく

学を
みと

認めています。しかし、
がつ

学
こう

校に
ちか

近い
ひと

人は、
あん

安
ぜん

全
めん

面や
けん

健
こう

康
めん

面か

ら
と ほ

徒歩
つう

通
がく

学を
すす

勧めています。 

②
じ

自
てん

転
しや

車で
つう

通
がく

学するときは、
かなら

必 ずヘルメットをかぶること（
せいやく

誓約
しよ

書を
てい

提
しゆつ

出 していただきます。）

なお、ふだん
じ

自
てん

転
しや

車に
の

乗る
とき

時もなるべくヘルメットをかぶりましょう。 

③
じ

自
てん

転
しや

車
つう

通
がく

学
せい

生には
じ

自
てん

転
しや

車
お

置き
ば

場を
し

指
てい

定しますので、
じ

自
てん

転
しや

車は
し

指
てい

定された
ば し ょ

場所に
せいとん

整頓して
お

置いて

ください。 

④
う

雨
てん

天
とき

時、
じ

自
てん

転
しや

車
つう

通
がく

学
せい

生はカッパを
し

使
よう

用すること。
かさ

傘さし
うんてん

運転は
どう

道
ろ

路
こう

交
つう

通
ほう

法
い は ん

違反であり、
たい

大
へん

変
き

危
けん

険

です。
ぜったい

絶対にしてはいけません 

（３）
つう

通
がく

学
よう

用
じ

自
てん

転
しや

車 

   ① 
しゃしゅ

車種 

    ・
あん

安
ぜん

全
き

基
じゆん

準 に
ごうかく

合格した
ひよう

標
じゆん

準
しや

車であるこ

と（スポーツタイプでないもの） 

    ・
いろ

色は
とく

特に
し

指
てい

定しない。 

    ・
へんそく

変速
そ う ち

装置がついていてもよい。 

   ② 
そ う び

装備 

    ・
かなら

必 ずつけなければいけないもの 

ベル、
かぎ

鍵、ライト、
はんしゃ

反射ミラー（テープ）、
に だ い

荷台、
りょうあし

両 足スタンド 

    ・
きん

禁
し

止するもの（自転車
じ て んし ゃ

の改造
かいぞう

禁止
き ん し

） 

      
かたあし

片足スタンド、スピードメーター、バックミラー、ステップなど 

③ 
じ

自
てん

転
しや

車の
とうろく

登録 

    ・
じ

自
てん

転
しや

車
つう

通
がく

学
せい

生は、
がつ

学
こう

校に
じ

自
てん

転
しや

車
つう

通
がく

学の
とう

登
ろく

録をします。
にゆう

入
がく

学
ご

後に
は い ふ

配布する
じ

自
てん

転
しや

車ステッ

カー（石
いしちゅう

中 のマーク
い

入り）を
じ

自
てん

転
しや

車
こ う ぶ

後部のドロよけ
ぶ

部に
かなら

必 ず
は

貼ってください。 

    ・
じ

自
てん

転
しや

車
こう

購
にゆう

入
じ

時には
かなら

必 ず
ぼうはん

防犯
とう

登
ろく

録をしておいてください。 

 

 ここがポイント⑤  

  
と う げ こ う

登下校
じ

時の
じ

自
てん

転
しや

車
じ こ

事故が
ふ

増えています。
さかみち

坂道やカーブではスピードを
お

落としましょう。 

 また、
あさ

朝（
せい

生
と

徒の
とう

登
こう

校
じ

時）、
ほう

宝
らい

来
ざか

坂
こ う さ て ん

交差点から
いし

石
べ

部
みなみ

南
しよう

小
ほう

方
めん

面に
む

向かう
くるま

車 は、
ぎゃっこう

逆 光を 

 
う

受けとても
し か い

視界が
わる

悪い
じょうたい

状 態で
うん

運
てん

転されています。
じ

自
ぶん

分の
うん

運
てん

転だけに
ちゆう

注
い

意をはらうので 

 はなく、
たいこうしゃ

対向車、
お

追い
こ

越していく
くるま

車 、
た

他の
じ

自
てん

転
しや

車や
ほ

歩
こう

行
しや

者の
と

飛び
だ

出しなどにも
き

気をつ 

 けなければなりません。
とも

友だちとしゃべりながら
に

二
れつ

列
そう

走
こう

行（
へいしん

並進）する、
きょうそう

競 争する、 

 
こう

交
つう

通ルールを
かみ

守らないといった
こ う い

行為は
たい

大
へん

変
き

危
けん

険ですので、
ぜつ

絶
たい

対にしてはいけません。 

  
ほ

歩
こう

行
しや

者に
たい

対しては、
じ

自
てん

転
しや

車は
か が い し ゃ

加害者になることもあります。 

   ＊ 
かなら

必 ず
つう

通
がく

学
ろ

路を
とお

通り、いつも
こう

交
つう

通ルールを
まも

守ること。 

   ＊ 
とう

登
げ

下
こう

校
じ

時は、
かなら

必 ずヘルメットをかぶること。 

  
あん

安
ぜん

全な
とう

登
げ

下
こう

校を
こころ

心 がけてください。 

 

    

 ＊
じ

自
てん

転
しや

車のヘルメットは、
し

市より
むしょう

無償
た い よ

貸与され、
しよう

小
がつ

学
こう

校で
はい

配
ふ

布される
よ

予
てい

定です。 

      
たい

大
せつ

切に
つか

使ってください。 

        自転車
じてんしゃ

安全利用五則
あんぜんりようごそく

 

○自転車
じてんしゃ

は、車道
しゃどう

が原則
げんそく

、歩道
ほどう

は例外
れいがい

 

○車道
しゃどう

は左 側
ひだりがわ

を通行
つうこう

 

○歩
ほ

道
どう

は歩行
ほこう

者優先
しゃゆうせん

で、車道
しゃどう

寄り
よ

を徐行
じょこう

 

○安全
あんぜん

ルールを守
まも

る 

 （飲酒
いんしゅ

運転
うんてん

・二人乗
ふ た り の

り・並進
へいしん

の禁止
きんし

夜間
やかん

は 

ライトを点灯
てんとう

交差点
こうさてん

での信号
しんごう

遵 守
じゅんしゅ

と一時
いちじ

 

停止
ていし

・安全
あんぜん

確認
かくにん

、ながら運転
うんてん

禁止
き ん し

） 

〇ヘルメットを着 用
ちゃくよう
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７．
が つ

学
こ う

校で
ひ つ

必
よ う

要な
け い

経
ひ

費 

（１）
きゆう

給  
しよく

食  
ひ

費  
れい

令
わ

和５
ねん

年
ど

度より、
ちゆう

中
がく

学
せい

生の
きゆう

給
しよく

食 は
む

無
しよう

償 となりました。 

 

（２）
がく

学
ねん

年
しよ

諸
ひ

費  １か
げつ

月あたり３，０００
えん

円（×１０か
げつ

月＝
けい

計３０，０００
えん

円） 

 ・
ひつ

必
よう

要なワークブック、
ふく

副
どく

読
ほん

本、
せい

製
さく

作
よう

用
ぐ

具、ファイル、マジックなどを
がつ

学
こう

校で
きよう

共
どう

同
いつ

一
かつ

括
こう

購
にゆう

入 し

ています。これらに
よう

要する
ひ

費
よう

用を「
がく

学
ねん

年
しよ

諸
ひ

費」として
ちよう

徴
しゆう

収 します（この
がく

額は
がく

学
ねん

年によって
へん

変
どう

動することがあります）。１
ねん

年を
お

終え、
ざん

残
きん

金が
で

出た
ば

場
あい

合は、
じ

次
ねん

年
ど

度に
く

繰り
こ

越します。 

 ・
ぎよう

行
じ

事の
つ

都
ごう

合
とう

等により、
がく

学
ねん

年
しよ

諸
ひ

費とは
べつ

別に
りん

臨
じ

時に
ちよう

徴
しゆう

収 することもあります。そのときは、
じ

事
ぜん

前にお
し

知らせします。また、
がつ

学
こう

校で
もん

問
だい

題
しゆう

集 を
しよう

紹
かい

介・
あつ

斡
せん

旋し、
こ

個
じん

人が
じ

自
ぶん

分の
はん

判
だん

断で
こう

購
にゆう

入 する

ことがあります。こうした
ば

場
あい

合は、
べつ

別
と

途
はん

販
ばい

売となります。 

 ＊
じよう

上
き

記の
きん

金
がく

額は、
へん

変
こう

更することもあります。 

 ＊３
ねん

年
せい

生では、
そつ

卒
ぎよう

業 アルバム
とう

等の
ひ

費
よう

用も
ひつ

必
よう

要になりますが、
がく

学
ねん

年
しよ

諸
ひ

費から
し

支
しゆつ

出 することが
おお

多い

です。 

 

（３）
つみ

積 
たて

立 
きん

金  ２
ねん

年
せい

生の
 が つ

３月までに約７０，０００
えん

円 

 ・
しゆう

修
がく

学
りよ

旅
こう

行の
ひ

費
よう

用として積
つ

み立
た

てます。 

正確
せいかく

な金額
きんがく

や積
つ

み立
た

て方
ほう

法
ほう

は、入学後
にゅうがくご

ご案
あん

内
ない

します。 

 

（４）
せい

生
と

徒
かい

会
ひ

費  一人
ひ と り

１，０００円
えん

です。分割
ぶんかつ

して徴 収
ちょうしゅう

します。 

 ・
たい

体
いく

育
さい

祭や
ぶん

文
か

化
さい

祭、その
ほか

他
い

委
いん

員
かい

会
かつ

活
どう

動
とう

等の
ひ

費
よう

用として
ちよう

徴
しゆう

収 します。 

 

（５）ＰＴＡ
かい

会
ひ

費  一
いっせ

世
たい

帯４，８００
えん

円です。分割
ぶんかつ

して徴 収
ちょうしゅう

します。 

 ＊きょうだいで
ざい

在
こう

校している
ば

場
あい

合は、
うえ

上の
がく

学
ねん

年で
ちよう

徴
しゆう

収 します。 

 

  
じよう

上
き

記の
ひ

費
よう

用は、ご
し

指
てい

定いただいた
きん

金
ゆう

融
き

機
かん

関
こう

口
ざ

座から
まい

毎
つき

月26
にち

日に
じ

自
どう

動
ひ

引き
お

落としされ 

  ます。４～
 が つ

７月
ぶん

分までは
とう

当
げつ

月に、９～
 が つ

２月
ぶん

分までは
ぜん

前
げつ

月に
ひ

引き
お

落とします。（したが 

  って、
か

夏
き

季
きゆう

休
ぎよう

業
ちゆう

中 である
 が つ

８月にも
ひ

引き
お

落としがありますので、ご
ちゆう

注
い

意ください。） 

  （４）および（５）の
きん

金
がく

額は、
 が つ

５月と
 が つ

９月の
ねん

年２
かい

回にまとめて
ひ

引き
お

落とします。 

     

８．コミュニティ・スクール 

 
へい

平
せい

成28
ねん

年
ど

度から
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校は「コミュニティ・スクール（
りやく

略
しよう

称 ＣＳ）」としての
かつ

活
どう

動も
かい

開
し

始

しました。ＣＳとは「
がつ

学
こう

校と
ほ

保
ご

護
しや

者や
ち

地
いき

域のみなさんがともに
ち

知
え

恵を
だ

出し
あ

合い、
がつ

学
こう

校
うん

運
えい

営に
い

意
けん

見を
はん

反
えい

映させることで、
いつ

一
しよ

緒に
きよう

協
どう

働しながら
こ

子どもたちの
ゆた

豊かな
せい

成
ちよう

長 を
ささ

支え『
ち

地
いき

域とともにある
がつ

学
こう

校

づくり』を
すす

進める
し

仕
く

組み」だと
せつ

説
めい

明されています。 

 
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校ＣＳでは、「
ち

地
いき

域の
ちから

力 を
がつ

学
こう

校へ（＝
せい

生
と

徒
し

支
えん

援）」「
せい

生
と

徒の
ちから

力 を
ち

地
いき

域へ（＝
ち

地
いき

域
こう

貢
けん

献）」を
おお

大きな
はしら

柱 として
かつ

活
どう

動を
てん

展
かい

開しています。
ち

地
いき

域のみなさんにボランティアとして
せい

生
と

徒の
がく

学
しゆう

習 や
かつ

活
どう

動に
おう

応
えん

援していただく
いつ

一
ぽう

方で、
せい

生
と

徒は
かく

各
ち

地
いき

域の
なつ

夏まつりをはじめ、さまざまな
ち

地
いき

域
ぎよう

行
じ

事に

ボランティアとして
さん

参
か

加しています。 
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９．
れ ん

連
ら く

絡
じ こ う

事項 

（１）
にゆう

入
がく

学
しき

式    
れい

令
わ

和
ねん

年7 (2025
ねん

年)４
がつ

月９
か

日（水
すい

）１４
じ

時００
ふん

分
かいしき

開式
よ

予
てい

定 〔
かい

会
じよう

場 ：
たい

体
いく

育
かん

館〕 

   ◎
しん

新
にゆう

入
せい

生のみなさんは、 

    ・
せい

制
ふく

服を
ちやく

着
よう

用し、１２：４５～１３：１５の
あいだ

間 に
とう

登
こう

校してください。（１３
じ

時２０
ふん

分か

ら
にゆう

入
がく

学
しき

式についての
せつ

説
めい

明を
おこな

行 いますので、
おく

遅れないようにしてください。） 

    ・
しょうこうぐち

昇降口
まえ

前でクラス
わ

分けを
かくにん

確認し、
あん

案
ない

内にしたがって
し

指
てい

定された
きよう

教
しつ

室に
はい

入ります。 

    ・
う わ ば

上履き、
たい

体
いく

育
かん

館シューズ、
ひ っ き

筆記
よう

用
ぐ

具、かばんを
も

持ってきてください。 
とう

当
じつ

日
きよう

教
か

科
しよ

書１５
さつ

冊
て い ど

程度を
わた

渡します。
き

帰
たく

宅
ご

後すべての
きよう

教
か

科
しよ

書に
な

名
まえ

前を
か

書いてください。 

    

   ◎
ほ ご し や

保護者のみなさまは、 

    ・
かく

各ご
か

家
てい

庭に
とど

届いている
こ

湖
なん

南
し

市
きよう

教
いく

育
い

委
いん

員
かい

会からの
にゆう

入
がく

学
つ う ち

通知
しよ

書を
かなら

必 ずご
じ さ ん

持参ください。 

    ・１３：１０～１３：４０までにご
らいこう

来校いただき、お
こ

子
さま

様のクラスをご
かくにん

確認のうえ、 

     
たい

体
いく

育
かん

館にお
はい

入りください。
ほ

保
ご

護
しや

者
うけつけ

受付は
たい

体
いく

育
かん

館
げんかん

玄関です。 

    ・
にゆう

入
がく

学
しき

式の
あと

後、お
こ

子さまの
きよう

教
しつ

室に
い ど う

移動していただきますが、
せい

生
と

徒
たいじょう

退 場
あと

後、
たい

体
いく

育
かん

館で 

     １
ねん

年
がく

学
ねん

年
しゅにん

主任などから
れん

連
らく

絡があります。
い

移
どう

動はその
あと

後にお
ねが

願いします。 

    ・
うわ

上
ば

履きと
ひつ

筆
き

記
よう

用
ぐ

具をお
も

持ちください。 

    ・
くるま

車 でお
こ

越しになる
ば

場
あい

合の
ちゆう

駐
しや

車
じよう

場 は
ほん

本
こう

校グラウンドです。 

（２）
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校ホームページ〔ＨＰ〕のご
あんない

案内 

  「
こん

今
げつ

月の
いし

石
べ

部
ちゆう

中
がつ

学
こう

校の
ぎよう

行
じ

事
よ

予
てい

定は？」そうした
じょう

情
ほう

報がすぐに
つた

伝わるよ 

 うに
か の う

可能な
かぎ

限り、ＨＰの
こうしん

更新に
つと

努めています。
みぎ

右の QR コードを
よ

読み
と

取り、 

 ご
かく

確
にん

認ください。また、
がっ

学
こう

校
せい

生
かつ

活に
ひつ

必
よう

要な
て

手
つづ

続き
とう

等をまとめた「
がっ

学
こう

校ガ 

 イド」も
けい

掲
さい

載していますので、ぜひご
かく

確
にん

認ください。 

（３）メール配信
はいしん

・欠席等連絡について 

 ○
けつ

欠
せき

席・
ち

遅
こく

刻・
そう

早
たい

退の
れん

連
らく

絡は、小学校
しょうがっこう

でも使用
し よ う

している「スクリレ」から
れん

連
らく

絡をお
ねが

願いします。 

 〇電話
で ん わ

での連絡
れんらく

は８：１０までにお願
ねが

いします。 

 ○さまざまなご
あん

案
ない

内、
じ

時
かん

間
わり

割
へん

変
こう

更、
しゆう

修
がく

学
りよ

旅
こう

行の
あん

安
ぴ

否
じよう

情
ほう

報、
がつ

学
こう

校
ぎよう

行
じ

事の
ちゆう

中
し

止
れん

連
らく

絡など
ほ

保
ご

護
しや

者の

みなさまに
し

知っていただく
ひつ

必
よう

要があることはメールによるお
し

知らせを
おこな

行 っています。
にゆう

入
がく

学
ご

後に
はい

配
ふ

布の
あん

案
ない

内に
そ

沿って、
かなら

必 ずご
か

加
にゆう

入 ください。 

 

【
こ

湖
な ん

南
し

市スポーツ
た い

大
か い

会
しゆつ

出
じよう

場
げ き

激
れ い

励
き ん

金について】 

 
ちゆう

中
たい

体
れん

連の
たい

大
かい

会だけでなく、クラブチーム
とう

等で
ぜん

全
こく

国
たい

大
かい

会・
きん

近
き

畿
たい

大
かい

会
とう

等に
しゆつ

出
じよう

場 を
は

果たした
ば

場
あい

合、
こ

湖
なん

南
し

市から
げき

激
れい

励
きん

金の
こう

交
ふ

付
せい

制
ど

度があります。
しょう

詳
さい

細は
こ

湖
なん

南
し

市ＨＰにて
かく

確
にん

認してください。 

 
しん

申
せい

請については、
こ

湖
なん

南
し

市
そう

総
ごう

合
せい

政
さく

策
ぶ

部
ぶん

文
か

化スポーツ
か

課スポーツ
しん

振
こう

興
がかり

係（TEL:77-2325）までお
と

問い
あ

合わせください。 

 

たい

大
かい

会
く

区
ぶん

分 

げき

激  
れい

励  
きん

金  の  
がく

額 
こ

個
じん

人 
だん

団     
たい

体 
ぜん

全
こく

国
たい

大
かい

会 3,000
えん

円 3,000
えん

円に
しゆつ

出
じよう

場
とう

登
ろく

録
しや

者
すう

数を
じよう

乗 じて
え

得た
がく

額とし、30,000
えん

円を
じよう

上
げん

限とする。 

きん

近
き

畿
たい

大
かい

会 2,000
えん

円 2,000
えん

円に
しゆつ

出
じよう

場
とう

登
ろく

録
しや

者
すう

数を
じよう

乗 じて
え

得た
がく

額とし、20,000
えん

円を
じよう

上
げん

限とする。 
こく

国
さい

際
たい

大
かい

会 
し

市
ちよう

長 が
べつ

別に
さだ

定める
がく

額 
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湖 南 市 立 石 部 中 学 校 

 

  〒520-3103 

  滋賀県湖南市宝来坂四丁目３番１号 

  ＴＥＬ ０７４８-７７-３７８１ 

  ＦＡＸ ０７４８-７７-６８０２ 

 

 

     
し

市
ない

内すべての
がつ

学
こう

校において
がつ

学
こう

校に
でん

電
わ

話にかけられる
じ

時
かん

間が
けつ

決められています。 

     
おそ

恐れ
い

入りますが、８：００～１８：００
い

以
がい

外の
じ

時
かん

間
たい

帯は，
あらた

改 めての
き

機
かい

会に 

     ご
れん

連
らく

絡ください。
きん

緊
きゆう

急
じ

時の
れん

連
らく

絡は、７２－１２９０(湖南
こ な ん

市
し

役所
やくしょ

)にお
ねが

願いします。 

 

 


